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歪ステップから推定した 2011年東北地方太平洋沖地震の断層モデル
The fault model of the 2011 Off the Pacific Coast of Tohoku Earthquake from the coseis-
mic strain steps
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2011年 3月 11日、東北地方太平洋沖において、Mw9.0の巨大地震が発生した。この地震による断層変位に伴い、産
業技術総合研究所が東海・紀伊半島・四国に展開している歪観測網（地下水等総合観測施設）において、10−5オーダー
の歪地震動と 10−7オーダーの歪ステップが観測された。観測された歪ステップを説明する断層モデルを太平洋プレート
境界面上において推定したところ、Mw8.7と推定され、GPSデータや波形インバージョンによって大きなすべりが推定
される場所とよく一致した。この結果は、高精度な歪観測が、地震の規模の早期把握にも有用であることを示している。
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